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東急不動産株式会社 

J-REIT資産規模 
 物件数：3,012件 (前月2,986件)   

 資産総額 （取得金額ベース）： 13兆4,336億円（前月13兆2,856億円） 

 資産総額（鑑定評価額ベース）： 13兆4,893億円（前月13兆2,658億円） 

 投資法人：51投資法人（前月51投資法人） 2015年4月末日現在 

Ⅰ．投資口の動向 

Ⅰ.投資口の動向（2015年４月） 

◆ 株価の動向  

 上旬は、堅調な海外株式の動向やゆうちょ銀行の株式運用積み増し方針の発表等により株価は上昇し、日経

平均株価は４月10日の取引時間中におよそ15年ぶりに２万円台を回復した。中旬以降、高値圏でのもみあいが

続いたが、月末には欧米株式の下落や日銀による追加金融緩和の見送り等が嫌気されて、株価は大幅に下落し

て４月の取引を終えた。 

 月末の日経平均株価は １９,５２０.０１円（前月末比  ＋１.６３％）   

◆ ＲＥＩＴ指数の動向 

 上旬は、月初こそ利益確定売り等によりＪ－ＲＥＩＴ指数は下落したものの、その後株価の上昇等の外部要

因の好転により上昇に転じた。中旬以降は、株価の高値圏でのもみあいにつられてＪ－ＲＥＩＴ指数もほぼ横

ばいで推移し、月末にかけては目先の材料が乏しく膠着感が強まる中、対前月末では小幅ながら上昇して４月

の取引を終えた。 

 月末の東証ＲＥＩＴ指数（配当込）は ３,２６７.３６（前月末比  ＋０.７９％） 

 
Ⅱ.運用時ＮＯＩ利回り：5.3％（前月5.4％） 

 ◆エリア別      

  港・中央・千代田区：4.6％（前月4.6％） 地方：6.1％（前月6.1％） 

 ◆アセットタイプ別    

  オフィス：5.1％（前月5.1％） 共同住宅：5.3％（前月5.3％） 

Ⅲ.取得の動向：     32件（前月41件） 

Ⅳ.売却の動向：       6件（前月 6件） 

◆日本銀行企画局は、2015年５月１日付で、『（日銀レビュー）「量的・質的金融緩和」：２年間の効果の検証』を公表し

た。それによれば、 2013年４月に導入した「量的・質的金融緩和」は、実質金利を▲１％ポイント弱押し下げ、実際の経

済・物価は概ね「量的・質的金融緩和」が想定したメカニズムに沿った動きを示している、と評価している。 

その一方で、最近の原油価格の下落を主因とした消費者物価上昇率低下が、人々の予想物価上昇率の形成に与える影響につ

いて注視していく必要がある、としている。 
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各利回りと件数は前月と比較して 

上昇：赤、横ばい：黄色、低下：緑で表示しております。 
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運用時ＮＯＩ利回りは低下 


